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 現在、広く使用されている非線形光学結晶の一つである KTP 結晶において、波長 1064.2 nm の

Nd:YAGレーザー励起の光パラメトリック発振 (OPO) のシグナル光と 1064.2 nm光との光和周波

発生 (SFG) のタイプ－２(b) の位相整合角が、zx 面の = 75°付近に存在することを見出した [1]。

これは、KTP 結晶の有する①高い非線形光学定数、②広い位相整合角度許容幅、③広い位相整合

スペクトル許容幅などの優れた特性を光線力学的治療 (PDT) の赤色光帯域の SFG に利用できる

ことを示している。特に、図１に示すように、PDT で使用される光感受性物質である 5-ALA や

Talaporfinの吸収波長に近い 635 nm及び 664 nm の SFG の位相整合角が Retracing pointを挟んで

0.1°以内で一致することを中国製の KTP 結晶 (長さ 10mm) を用いた SFG 実験で確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

                 図２ 実験配置図 

 

（参考文献） 1. N. Umemura et al., ASSL 2019, OSA digest, paper JTh3A.34. 

 今回、図２に示すようなノンコリニアー位

相整合方式による SFG の実験を実施した。

繰り返し周波数 10Hz、パルスエネルギー 

160 mJ/pulseのナノ秒パルス Nd:YAG レーザ

ー光に対して x軸カット KTP 結晶を光パラ

メトリック発振及びSFGを用いることで約9 

mJ/ pulseの 635 nmレーザー光を得ることが

できた。さらに、光感受性物質 5-ALA を用い

て癌細胞に取り込み、上記の方式で発生させ

た 635 nmレーザー光を照射した際の癌細胞

の障害効果も確認されたのでその結果につ

いても当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  KTP の zx面 タイプ－２(b) SFGの位相整合角 

○：実験値、   実験値のフィッテイングカーブ 
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